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発行済株式総数
株 主 数

10,470,000株（自己株式10,045株を含む）
3,872名

本 社

設 立
資 本 金
従 業 員 数
連結子会社

名古屋市中区葵一丁目23番14号
（全国57拠点／2本社、13支社、42営業所）
1979年6月1日
18億2千4百万円
連結：1,057名／単体：686名 
株式会社キングスオート
株式会社バイクブロス
株式会社プロトリオス
株式会社カークレド
株式会社プロトメディカルケア
株式会社プロトデータセンター
PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.
台湾寶路多股份有限公司
PROTO SINGAPORE Pte. Ltd.
SMT Media Pte. Ltd.

個人・その他 25.9％

金融商品取引業者 0.4％

外国法人等 28.3％

その他国内法人 37.2％

金融機関 8.2％

代表取締役社長

　2012 年 10月に当社は創業 35周年を迎えることがで
きました。これも偏にステークホルダーの皆様からのご支
援の賜物であり、厚く御礼申し上げます。

　厳しい経済環境が続く中、当社では、国内事業において、
商品・サービスの差別化を推進し、顧客数の拡大を図る
とともに、海外事業においては、東アジア・東南アジア
を中心とした地域での事業規模の拡大に取り組んでおり
ます。
　国内事業につきましては、主力事業である自動車関連
情報事業において、ユーザー・クライアントそれぞれに
向けたプラットフォームの構築に取り組んでおります。ユー
ザー向けには、よりクルマを選びやすくするための商品・
サービスのリニューアルを進めており、クライアント向け
には、クルマの仕入から販売までをトータルサポートする
仕組みの構築を進めております。また、生活関連情報事
業においては、引き続き医療・介護・福祉分野を中心に
事業規模の拡大に取り組んでおります。
　海外事業につきましては、東南アジアにおける事業規
模の拡大に取り組むとともに、東アジアでは台湾寶路多
股份有限公司において、2013年1月に現地の自動車情
報メディアを譲り受け、本格的に事業を開始することとな
りました。
　こうした取り組みを通じて、プロトグループは持続的な
成長を目指し、企業目標である「グローバルカンパニー」
の実現に向けて挑戦してまいります。

2012年 11月

（2012年9月30日現在※）
※2012年10月1日付で普通株式1株を2株に分割しています。

大株主（上位10名）

株式分布状況
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6
ノーザン トラスト カンパニー （エイブイエフシー） サブ 
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J. P. MORGAN CLEARING CORP-SEC

263 2.51%
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4
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 470 4.49%3

持株数（千株）株主名 持株比率

（注）上記出資比率は、自己株式（10,045株）を含めて計算しています。

横山 博一

証券コード：4298

株主の皆様へ

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

グローバルカンパニー
　～世界市場に挑戦する会社～

株主通信 2012年4月1日～2012年9月30日

物を売る事より 知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結び付きをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする
　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、
また、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持
つ、ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世
の中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるために
は情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても
旺盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り
開き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値
観を共有することが必要であると考えております。このため、
常に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力
ある企業」であり続けたいと考えております。

経営理念

企業目標 （2010年～2019年）

株式情報

（2012年9月30日現在）会社概要
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代表取締役社長

　2012 年 10月に当社は創業 35周年を迎えることがで
きました。これも偏にステークホルダーの皆様からのご支
援の賜物であり、厚く御礼申し上げます。

　厳しい経済環境が続く中、当社では、国内事業において、
商品・サービスの差別化を推進し、顧客数の拡大を図る
とともに、海外事業においては、東アジア・東南アジア
を中心とした地域での事業規模の拡大に取り組んでおり
ます。
　国内事業につきましては、主力事業である自動車関連
情報事業において、ユーザー・クライアントそれぞれに
向けたプラットフォームの構築に取り組んでおります。ユー
ザー向けには、よりクルマを選びやすくするための商品・
サービスのリニューアルを進めており、クライアント向け
には、クルマの仕入から販売までをトータルサポートする
仕組みの構築を進めております。また、生活関連情報事
業においては、引き続き医療・介護・福祉分野を中心に
事業規模の拡大に取り組んでおります。
　海外事業につきましては、東南アジアにおける事業規
模の拡大に取り組むとともに、東アジアでは台湾寶路多
股份有限公司において、2013年1月に現地の自動車情
報メディアを譲り受け、本格的に事業を開始することとな
りました。
　こうした取り組みを通じて、プロトグループは持続的な
成長を目指し、企業目標である「グローバルカンパニー」
の実現に向けて挑戦してまいります。

2012年 11月

株主の皆様へ

グローバルカンパニー
　～世界市場に挑戦する会社～

物を売る事より 知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結び付きをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする
　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、
また、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持
つ、ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世
の中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるために
は情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても
旺盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り
開き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値
観を共有することが必要であると考えております。このため、
常に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力
ある企業」であり続けたいと考えております。

経営理念

企業目標 （2010年～2019年）



（※1）返品調整引当金戻入・繰入額を加味した数値です。
（※2）2012年10月1日付で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益を算定しています。

　中古車流通市場では、下取や買取に出されたクルマの多くが、中古車オークションに出品され、落札されたクルマは中古車販売店の店頭
に並んだり、海外に輸出されます。　
　当社は、「Goo」や「Goo-net」を通じて、中古車販売店の販売支援を行っています。さらに、仕入支援や輸出支援の領域においても、様々
な商品・サービスを提供し、販売店の経営を総合的に支援しています。

自動車関連情報 : 売上高は16,795百万円（対前年同期比29.2％増）、営業利
益は3,720百万円（対前年同期比2.1%増）となりました。
生活関連情報 : 売上高は2,101百万円（対前年同期比35.7％増）、営業利益は
110百万円（対前年同期比63.4%増）となりました。
不動産事業 : 売上高は83百万円（対前年同期比0.5％増）、営業利益は45百万
円（対前年同期比13.7％増）となりました。
その他事業 : 売上高は219百万円（対前年同期比130.6%増）、営業利益は
128百万円の損失（前年同期実績は87百万円の損失）となりました。

連結業績ハイライト TOPICS

出品

出品

出品

連結損益計算書 連結貸借対照表（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書

連結業績

中古車流通市場の仕組み

　2006年に開始したグーオクは、 イン
ターネット上でユーザーが出品したクルマ
やバイクをグーオク加盟店(中古車販売店
等)がオークション形式で落札し、買い取る
サービスです。ユーザーにとっては、加盟
店のレビューを見ることができ、安心して
出品することができるサービスです。また、
中古車販売店による直接入札のため、高
値で売却することができます。安心・高値
での売却が可能なグーオクならではの価
値をさらに向上させるために、今後続々と
新たなサービスを導入予定です。
　また、グーオク以外にも、小売・卸売相場
データの提供や買取査定ツールの提供な
どを通じて、販売店の仕入支援を行ってい
ます。

仕入支援領域
　当社は、2009年に株式会社グーオート
を設立し、中古車輸出支援サービスを通じ
た中古車販売店の販路拡大をサポートし
てきました。
　2012年4月には香港やマレーシアへの
中古車輸出を強みとする株式会社キング
スオートを子会社化し、中古車輸出支援
サービスのさらなる強化を図っています
（2012年7月、キングスオートがグーオー
トを吸収合併）。
　リーマン・ショック以降低迷していた中
古車輸出は回復の兆しを見せており、直近
ではミャンマーの需要が拡大しています。
　キングスオートでは、今後、輸出先をさ
らに開拓し、競合との差別化を図っていき
ます。

輸出支援領域
　全国14エリアで刊行するクルマ情報誌
「Goo」や30万台以上の中古車を掲載す
るクルマ・ポータルサイト「Goo-net」等を
通じて、日本全国の中古車情報を提供して
います。また、第三者機関が車両の状態を
チェックする「Goo鑑定」サービスや販売
店の評価を見ることができる「ユーザーレ
ビュー」など、ユーザーのクルマ選びにお
いて、安心・信頼を提供しています。

販売支援領域

セグメント別売上構成比

2011年4月1日から
2011年9月30日まで

2012年3月期
第2四半期累計期間

売上高

売上原価（※1）

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

四半期純利益

1株当たり四半期純利益（円） （※2）

14,725

6,280

8,444

5,568

2,875

2,895

1,642

78.51

2012年4月1日から
2012年9月30日まで

2013年3月期
第2四半期累計期間

2011年4月1日から
2011年9月30日まで

2012年3月期
第2四半期累計期間

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の四半期末残高

1,977
△ 3,210
△ 437
10,806

2012年4月1日から
2012年9月30日まで

2013年3月期
第2四半期累計期間

流動資産
固定資産
流動負債
固定負債
純資産
総資産

2012年9月30日現在

2013年3月期
第2四半期末

19,199

10,100

9,098

6,130

2,967

3,053

1,740

83.20

19,699
13,652
8,502
1,011
23,837
33,351

2012年3月31日現在
2012年3月期末

15,855
12,729
5,573
441

22,569
28,585

2,970
△ 91
△ 678
13,697

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益
（百万円）

3,000
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6,000

7,000

2,000

1,000
0

通期 4 ‐ 9月期

3,052 3,103

6,098

3,356

6,111

2,875 2,967

5,846
5,384

（百万円）

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2,000

1,000
0

通期 4 ‐ 9月期

3,061 3,134

6,165

3,393

6,375

2,895 3,053

6,002
5,400

（百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000
通期 4 ‐ 9月期

1,836 1,852

3,529
3,187

1,943

3,197

（百万円）
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3月期
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3月期
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3月期

2013年
3月期

14,725
19,199

30,582

4 ‐ 9月期

23,657

14,125

28,779

1,642 1,740

3,275

12,320

25,682

クルマ情報誌
「Goo」

中古車流通市場の各領域で販売店を支援するプロトの商品・サービス

中古車輸出業者

ユーザー 次の
ユーザーへ

輸出支援領域 海外市場

次のユーザーへ

メーカー系ディーラー

中古車買取専門店
下取・買取

中古車販売業者

仕入支援領域

落札

落札 中古車販売
中古車販売業者

販売支援領域

オークション

メーカー系ディーラー

不動産事業 0.4％

生活関連情報 11.0％ 自動車関連情報 87.5％

その他事業 1.1％

2012年
4-9月期

クルマ・ポータルサイト
「Goo-net」
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（※1）返品調整引当金戻入・繰入額を加味した数値です。
（※2）2012年10月1日付で株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、1株当たり四半期純利益を算定しています。

　中古車流通市場では、下取や買取に出されたクルマの多くが、中古車オークションに出品され、落札されたクルマは中古車販売店の店頭
に並んだり、海外に輸出されます。　
　当社は、「Goo」や「Goo-net」を通じて、中古車販売店の販売支援を行っています。さらに、仕入支援や輸出支援の領域においても、様々
な商品・サービスを提供し、販売店の経営を総合的に支援しています。

自動車関連情報 : 売上高は16,795百万円（対前年同期比29.2％増）、営業利
益は3,720百万円（対前年同期比2.1%増）となりました。
生活関連情報 : 売上高は2,101百万円（対前年同期比35.7％増）、営業利益は
110百万円（対前年同期比63.4%増）となりました。
不動産事業 : 売上高は83百万円（対前年同期比0.5％増）、営業利益は45百万
円（対前年同期比13.7％増）となりました。
その他事業 : 売上高は219百万円（対前年同期比130.6%増）、営業利益は
128百万円の損失（前年同期実績は87百万円の損失）となりました。

連結業績ハイライト TOPICS

出品

出品

出品

連結損益計算書 連結貸借対照表（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書

連結業績

中古車流通市場の仕組み

　2006年に開始したグーオクは、 イン
ターネット上でユーザーが出品したクルマ
やバイクをグーオク加盟店(中古車販売店
等)がオークション形式で落札し、買い取る
サービスです。ユーザーにとっては、加盟
店のレビューを見ることができ、安心して
出品することができるサービスです。また、
中古車販売店による直接入札のため、高
値で売却することができます。安心・高値
での売却が可能なグーオクならではの価
値をさらに向上させるために、今後続々と
新たなサービスを導入予定です。
　また、グーオク以外にも、小売・卸売相場
データの提供や買取査定ツールの提供な
どを通じて、販売店の仕入支援を行ってい
ます。

仕入支援領域
　当社は、2009年に株式会社グーオート
を設立し、中古車輸出支援サービスを通じ
た中古車販売店の販路拡大をサポートし
てきました。
　2012年4月には香港やマレーシアへの
中古車輸出を強みとする株式会社キング
スオートを子会社化し、中古車輸出支援
サービスのさらなる強化を図っています
（2012年7月、キングスオートがグーオー
トを吸収合併）。
　リーマン・ショック以降低迷していた中
古車輸出は回復の兆しを見せており、直近
ではミャンマーの需要が拡大しています。
　キングスオートでは、今後、輸出先をさ
らに開拓し、競合との差別化を図っていき
ます。

輸出支援領域
　全国14エリアで刊行するクルマ情報誌
「Goo」や30万台以上の中古車を掲載す
るクルマ・ポータルサイト「Goo-net」等を
通じて、日本全国の中古車情報を提供して
います。また、第三者機関が車両の状態を
チェックする「Goo鑑定」サービスや販売
店の評価を見ることができる「ユーザーレ
ビュー」など、ユーザーのクルマ選びにお
いて、安心・信頼を提供しています。

販売支援領域

セグメント別売上構成比

2011年4月1日から
2011年9月30日まで

2012年3月期
第2四半期累計期間

売上高

売上原価（※1）

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

経常利益

四半期純利益

1株当たり四半期純利益（円） （※2）

14,725

6,280

8,444

5,568

2,875

2,895

1,642

78.51

2012年4月1日から
2012年9月30日まで

2013年3月期
第2四半期累計期間

2011年4月1日から
2011年9月30日まで

2012年3月期
第2四半期累計期間

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の四半期末残高

1,977
△ 3,210
△ 437
10,806

2012年4月1日から
2012年9月30日まで

2013年3月期
第2四半期累計期間

流動資産
固定資産
流動負債
固定負債
純資産
総資産

2012年9月30日現在

2013年3月期
第2四半期末

19,199

10,100

9,098

6,130

2,967

3,053

1,740

83.20

19,699
13,652
8,502
1,011
23,837
33,351

2012年3月31日現在
2012年3月期末

15,855
12,729
5,573
441

22,569
28,585

2,970
△ 91
△ 678
13,697

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益
（百万円）

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2,000

1,000
0

通期 4 ‐ 9月期

3,052 3,103

6,098

3,356

6,111

2,875 2,967

5,846
5,384

（百万円）

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2,000

1,000
0

通期 4 ‐ 9月期

3,061 3,134

6,165

3,393

6,375

2,895 3,053

6,002
5,400

（百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000
通期 4 ‐ 9月期

1,836 1,852

3,529
3,187

1,943

3,197

（百万円）

20,000

25,000

30,000

35,000

15,000

10,000

5,000
0
2009年
3月期

2010年
3月期

通期

11,768

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

2009年
3月期

2010年
3月期

2011年
3月期

2012年
3月期

2013年
3月期

14,725
19,199

30,582

4 ‐ 9月期

23,657

14,125

28,779

1,642 1,740

3,275

12,320

25,682

クルマ情報誌
「Goo」

中古車流通市場の各領域で販売店を支援するプロトの商品・サービス

中古車輸出業者

ユーザー 次の
ユーザーへ

輸出支援領域 海外市場

次のユーザーへ

メーカー系ディーラー

中古車買取専門店
下取・買取

中古車販売業者

仕入支援領域

落札

落札 中古車販売
中古車販売業者

販売支援領域

オークション

メーカー系ディーラー

不動産事業 0.4％

生活関連情報 11.0％ 自動車関連情報 87.5％

その他事業 1.1％

2012年
4-9月期

クルマ・ポータルサイト
「Goo-net」

下版 黄墨藍赤
得
意
先

プロト
コーポレー
ション

品　

名

第 35 期株主通信
ウラ

製
版
月
日

2012
11.02

発
注
コ
ー
ド

1302
作
業
番
号
DXY3J2

作
業
者
矢部

製
版
寸
法

天地

左右
202
394



http://www.proto-g.co.jp/

発行済株式総数
株 主 数

10,470,000株（自己株式10,045株を含む）
3,872名

本 社

設 立
資 本 金
従 業 員 数
連結子会社

名古屋市中区葵一丁目23番14号
（全国57拠点／2本社、13支社、42営業所）
1979年6月1日
18億2千4百万円
連結：1,057名／単体：686名 
株式会社キングスオート
株式会社バイクブロス
株式会社プロトリオス
株式会社カークレド
株式会社プロトメディカルケア
株式会社プロトデータセンター
PROTO MALAYSIA Sdn. Bhd.
台湾寶路多股份有限公司
PROTO SINGAPORE Pte. Ltd.
SMT Media Pte. Ltd.

個人・その他 25.9％

金融商品取引業者 0.4％

外国法人等 28.3％

その他国内法人 37.2％

金融機関 8.2％

代表取締役社長

　2012 年 10月に当社は創業 35周年を迎えることがで
きました。これも偏にステークホルダーの皆様からのご支
援の賜物であり、厚く御礼申し上げます。

　厳しい経済環境が続く中、当社では、国内事業において、
商品・サービスの差別化を推進し、顧客数の拡大を図る
とともに、海外事業においては、東アジア・東南アジア
を中心とした地域での事業規模の拡大に取り組んでおり
ます。
　国内事業につきましては、主力事業である自動車関連
情報事業において、ユーザー・クライアントそれぞれに
向けたプラットフォームの構築に取り組んでおります。ユー
ザー向けには、よりクルマを選びやすくするための商品・
サービスのリニューアルを進めており、クライアント向け
には、クルマの仕入から販売までをトータルサポートする
仕組みの構築を進めております。また、生活関連情報事
業においては、引き続き医療・介護・福祉分野を中心に
事業規模の拡大に取り組んでおります。
　海外事業につきましては、東南アジアにおける事業規
模の拡大に取り組むとともに、東アジアでは台湾寶路多
股份有限公司において、2013年1月に現地の自動車情
報メディアを譲り受け、本格的に事業を開始することとな
りました。
　こうした取り組みを通じて、プロトグループは持続的な
成長を目指し、企業目標である「グローバルカンパニー」
の実現に向けて挑戦してまいります。

2012年 11月

（2012年9月30日現在※）
※2012年10月1日付で普通株式1株を2株に分割しています。

大株主（上位10名）

株式分布状況

齊藤 実

9

5

2
株式会社夢現 3,403

520

222

32.50%
4.96%

ザ バンク オブ ニューヨーク メロン アズ エージェント ビーエヌワイエム 
エイエス イーエイ ダッチ ペンション オムニバス 140016　 175 1.67%

横山 順弘 310 2.96%

2.12%

193 1.84%

モルガン スタンレー アンド カンパニー エルエルシー

170 1.62%

1

7

10

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン 
エス エル オムニバス アカウント 285 2.72%

6
ノーザン トラスト カンパニー （エイブイエフシー） サブ 
アカウント アメリカン クライアント
J. P. MORGAN CLEARING CORP-SEC

263 2.51%

8

4
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 470 4.49%3

持株数（千株）株主名 持株比率

（注）上記出資比率は、自己株式（10,045株）を含めて計算しています。

横山 博一

証券コード：4298

株主の皆様へ

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採用
しています。

グローバルカンパニー
　～世界市場に挑戦する会社～

株主通信 2012年4月1日～2012年9月30日

物を売る事より 知恵、情報を通じて
人・企業と効果的な結び付きをし
社会に貢献することを事業の基本理念とする
　当社の基本的な考え方は、人・企業とは世の中にあって、
また、その業界にあって真に必要とされることに価値観を持
つ、ということです。他人、他企業と同じことはしたくない。世
の中に人や物が溢れている中から、真に必要とされるために
は情報と知力が絶対の武器であり、多少のリスクがあっても
旺盛なチャレンジ精神とスピーディーな行動力で次代を切り
開き、大きく成長することに喜びを感じることができる価値
観を共有することが必要であると考えております。このため、
常に「独創性のある事業」を目指し、その結果として「魅力
ある企業」であり続けたいと考えております。

経営理念

企業目標 （2010年～2019年）

株式情報

（2012年9月30日現在）会社概要

第35期 中間
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